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午前９時３０分開会 

○委員長（河本芳久君） 皆さんおはようございます。ただいまより総務企業委員会

を開会いたします。先の本会議におきまして、本委員会に付託されました市長提出

議案４件につきまして、これから審査したいと思います。御協力のほどよろしくお

願いいたします。 

市長さん、何か報告等ございますか。 

○市長（村田弘司君） ございません。よろしくお願いします。 

○委員長（河本芳久君） 議長さん、ございませんか。 

○議長（秋山哲朗君） 特にございません。よろしくお願いします。 

○委員長（河本芳久君） 各委員さん、何かございませんですか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） それでは、議案第２号平成２４年度美祢市水道事業会計決

算の認定についてを議題といたします。執行部より、これについて説明を求めま

す。はい、佐々木管理業務課長補佐。 

○上下水道事業局管理業務課長補佐（佐々木靖司君） それでは、議案第２号平成２

４年度美祢市水道事業会計決算の認定についてを御説明いたします。黒い背表紙の

美祢市水道事業会計決算書の１、２ページをお開きください。 

平成２４年度美祢市水道事業決算報告書でございます。見開きのスタイルになっ

ておりまして、上段が収入、下段が支出となっております。 

まず、１番の収益的収入及び支出でございます。平成２４年度における収入の消

費税込みの決算額は、上水道事業収益・簡易水道事業収益を合わせました合計が６

億２，３２６万３，０７１円となりました。対しまして、支出の消費税込みの決算

額は、上水道事業費・簡易水道事業費を合わせました合計が６億１，４０７万９，

１１７円となり、この結果、決算書への記載はございませんが、税込みの収入・支

出の差引額は、９１８万３，９５４円の黒字となっております。 

続きまして、３、４ページお開きください。次に２番の資本的収入及び支出でご

ざいます。資本的収入の決算額は２億６，６８７万７，７５１円となっておりま

す。対しまして、資本的支出の決算額は５億４，６１８万２，８９９円となりまし

た。また、翌年度繰越額の欄にございますが、先の平成２５年６月定例会におきま

して、繰越しの御報告を申し上げております、上水道区域拡張於福下地区施設整備
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事業に関する繰越額 １，７８５万円を掲載しております。 

この結果でございますが、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億７，９

３０万５，４１８円につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額７２０万１，７５３円及び過年度分損益勘定留保資金２億７，２１０万３，３

９５円で補てんしたところでございます。 

続きまして、財務諸表についての御説明をいたします。５ページをお開きくださ

い。損益計算書でございます。平成２４年度におけます上水道、簡易水道を合わせ

ました営業損失を５ページの最下段に掲載しております。営業損失は９，３９６万

９，８６４円となっております。これに営業外におけます収支を加えました結果、

経常損失を６ページ下ほどに掲載しております。経常損失額は２４２万３，８１２

円となりました。更に特別利益としまして過年度損益修正益、これは退職給与引当

金の戻し入れ益でございます。特別利益としまして、１，７９７万７，２２５円を

加えまして、特別損失としての過年度損益修正損、これは不納欠損でございます。

不納欠損としまして、１，３７７万３，９８３円を減じました結果、当年度の純利

益は１７７万９，４３０円となったところでございます。これに前年度からの繰越

利益剰余金７９８万４，５２３円を合わせますと、当年度の未処分利益剰余金は９

７６万３，９５３円となりました。 

続きまして、７、８ページをお開きください。剰余金計算書でございます。２４

年度における資本金・剰余金の変動額を掲載してございます。８ページの一番右に

資本合計の欄がございます。前年度末からの処分後残高は、中ほどにございます７

７億１，９９６万９，８３５円であり、これに当年度変動額としまして、２４６万

３，７５５円を加えました結果、表の最下段に掲載しております年度末残高は７７

億２，２４３万３，５９０円となりました。 

  続いて、１０ページをお開きください。平成２４年度末におけます貸借対照表で

ございます。まず資産の部でございます。固定資産・流動資産を合わせた期末にお

ける資産額は７８億６，９０５万８，５２０円となり、平成２３年度期末時点と比

べまして、５４４万４，７３２円の減となっております。 

   次に負債の部でございます。１１ページをお開き願います。上から７行目に負債

合計として掲載しております。固定負債・流動負債を合わせまして、期末における

負債合計額は１億４，６６２万４，９３０円となり、平成２３年度期末時点と比べ
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まして７９０万８，４８７円の減となっております。次に資本の部でございます。

先ほど剰余金計算書の項目で御説明申し上げましたとおり、資本金・剰余金を合わ

せまして、期末における資本額は７７億２，２４３万３，５９０円となり、平成２

３年度期末時点と比べまして、２４６万３，７５５円の増となり、負債資本合計額

は７８億６，９０５万８，５２０円となったところでございます。 

続きまして、事業の報告を御説明させていただきます。１４ページをお開きくだ

さい。建設工事の概要でございます。上水道におきましては、上水道区域拡張於福

下地区施設整備事業、ほか荒川地区配水管布替工事等を実施しております。 

続いて、１６ページをお開きください。上水道におけます建設工事の合計額は１

億５，８２６万７，５５０円となっております。また簡易水道におきましては、於

福簡易水道西寺地区増補改良事業、美東簡易水道通信機器等整備工事ほかに合計で

９，３５１万６，１５０円を執行しております。 

続きまして、業務について御説明を申し上げます。１８ページをお開きくださ

い。業務でございます。年度末給水人口から有収率までの７項目を上水道・簡易水

道別に掲載しております。上水道の年度末給水人口は１万２，０５３人で、前年度

に比べまして６４人ほど増えております。年間の給水量、５番目の項目でございま

すが、年間給水量は、１４０万３，０９６立方メートルとなり、前年度に比べまし

て６万３，９５３立方メートルの減となったところでございます。また簡易水道の

年度末給水人口でございますが、１万２，９８０人で、前年度に比べまして５２２

人の減、年間給水量におきましては、１５１万３，５５０立方メートルで、前年度

に比べまして、１万４，２６２立方メートルの減という結果となっております。 

続きまして、２６ページをお開きください。会計の報告でございます。（２）が

下にございますが、起債及び一時借入金の状況について御説明申し上げます。企業

債におきましては、上水道区域拡張事業に上水道事業債としまして、３，６４０万

円を、於福簡易水道西寺地区増補改良事業に簡易水道事業債２，１５０万円と過疎

債２，１５０万円をそれぞれ、建設財源に充当するために企業債を発行しておりま

す。その結果、平成２４年度末におけます企業債残高でございますが、３０億３，

２９７万３０９円となっております。 

続きまして、財務諸表付属明細書により収入支出の主なものを御説明申し上げま

す。２７ページをお開きください。１番の収益的収入及び支出明細書でございま
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す。税抜きの表示でございます。上水道事業収益から御説明申し上げます。上水道

では、営業収益のうち給水収益が１億７，８６５万３，２８０円、前年比でござい

ますが、前年を１００とした場合は、９６％でございます。それから給水負担金が

３６５万円、前年比３３８％でございます。これは、主な理由としましては、平成

２４年度におきまして、下領北団地約３０戸の給水負担金、それから民間の賃貸住

宅などによる建設需用がございましたので、これによって給水負担金が増えたとい

うふうに分析しております。それから特別利益でございます。１，７９７万７，２

２５円でございますが、これは、退職給与引当金の取り崩しによる戻入益でござい

ます。平成２６年度予算から地方公営企業の会計見直しが適用されます。これに備

えまして、一般会計部局と退職給与引当金の計上方法、あるいは負担割合について

協議をしました結果、全額一般会計のほうで負担をいただくということで了解がい

ただけましたので、期末において取り崩しを行ったものでございます。 

次に、簡易水道事業収益でございます。美祢営業収益のうち給水収益は５，７５

３万３２９円となり、前年度比１０４．６％でございます。給水負担金は３２万円

となり、前年度比１６．３％、これは、平成２３年度におきましては、社会復帰促

進センターの官舎の整備、あるいは、メーターの増設が行われておりましたが、平

成２４年度におきましては、このような特別な事情がなかったためでございます。 

次に美東営業収益でございます。美東営業収益のうち給水収益は８，４５２万

１，２３２円、前年比９６．８％でございます。給水負担金が８８万円となり、前

年比は６８．７％となっております。 

２８ページをお開きください。次に秋芳営業収益でございます。秋芳営業収益の

うち給水収益は９，２８８万１２円、前年比にしまして９７％でございます。給水

負担金は１３万５，０００円となり、前年比１３．７％となっております。 

続きまして、支出の部にまいります。上水道事業費からでございます。上水道事

業費の営業費用の合計は２億１，８９２万４，６６０円となり、前年比９４．６％

となっております。中身でございますが、原水及び浄水費における主な執行としま

して、支出額の多い順に、動力費に２，２０７万７，７７８円、薬品費に１，７４

１万１，３７１円を支出しております。 

２９ページをご覧ください。それから続きまして、配水及び給水費における主な

執行でございます。修繕費に１，４６６万３，１３９円を支出しております。これ
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は、上水道におけます配水管等水道施設の修繕費用でございます。それから総係費

におけます主な執行でございます。委託料に１，０７８万３，０７２円を支出して

おります。これは、地域水道ビジョン作成支援業務委託料、それから検針業務委託

料ほかの委託料となっております。それから減価償却費でございますが、９，６９

０万６，７８６円となり、前年比１００．１％という結果となっております。 

３０ページをお開きください。次に上水道事業費の営業外費用でございます。営

業外費用の企業債利息は、３，５７３万１，１８１円、前年比９５．８％でござい

ます。特別損失は水道料金の不納欠損でございまして、２２０万７，５０１円とな

っております。 

次に簡易水道事業費にまいります。美祢営業費用の支出合計は、９，４０９万

９，２５５円、前年比９６．７％となっております。営業費用におけます主な執行

でございます。支出額の多い順に、動力費としまして、９５３万７，９６４円、委

託料としまして、８０２万８，９０３円、修繕費に５９６万５，２１７円を支出し

ております。また、減価償却費としましては、４，７７２万３，４６３円となり、

前年比が１１１．７％というふうになっております。これは、平成２３年度時点に

整備を終えた麻生簡易水道におけます水源増補改良事業、それから厚保簡易水道の

浸水対策事業により取得した固定資産の減価償却が平成２４年度から開始されたこ

とによるものでございます。 

  次に美東営業費用の御説明をいたします。美東営業費用の支出合計は、８，６２

２万８３０円となり、前年比１０１．５％でございます。 

  ３１ページをご覧ください。営業費用における主な執行は、支出額の多い順に、

動力費に１，１０８万１，１６４円、委託料に９７９万７１０円、修繕費に８３９

万４，３８５円を支出しております。また、減価償却費でございますが、３，８３

９万２５２円となり、前年比１０１．５％という結果になっております。 

次に秋芳営業費用の御説明をいたします。秋芳営業費用の支出合計は、１億１，

７４７万２，１１１円となりまして、前年比９４．９％でございます。営業費用に

おける主な執行は、支出額の多い順に、委託料に１，０４１万５４２円、動力費に

１，０２０万２，２３７円、修繕費に９８５万３２２円を支出しております。ま

た、減価償却費は７，００３万４，６７３円、対前年比としまして、１００．６％

でございます。 
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続きまして、３２ページをお開き願います。美祢・美東・秋芳の営業外費用をそ

れぞれ掲載してございます。いずれも主な執行内容は、企業債の利息でございま

す。企業債償還にかかる利息については、現在、平成１８年度にピークを迎えてお

りまして、以降減少傾向にございます。 

続いて、特別損失であります。これは水道料金の不納欠損でございまして、簡易

水道部門におけます特別損失は、１，１５６万６，４８２円でございます。中身で

ございますが、昭和６２年度から平成２１年度までの間の不良債権化した未納水道

料金２，２１３件につきまして、平成２５年３月に策定いたしました美祢市水道料

金の債権管理事務取扱規程に基づきまして、会計上の不納欠損を行ったものであり

ます。 

続きまして、２番資本的収入及び支出でございます。これは税込み表示でござい

ます。まず収入でございます。企業債は、上水道・簡易水道を合わせまして、７，

９４０万円を借り入れております。繰入金としましては、８，２５３万９，０００

円を収入しております。負担金及び寄付金は、４８２万４，７５１円の収入でござ

います。これは、県道及び市道の道路改良事業に伴い生じました既設配水管の布設

替工事、これに伴います移転補償金を収入したものでございます。 

３３ページをご覧ください。国庫支出金、それから出資金でございます。これは

上水道区域拡張於福下地区施設整備事業に関連します特定財源としまして、それぞ

れ国庫支出金を収入しております。 

次に、支出でございます。建設改良費としまして、２億９，８０９万６，８３４

円を支出しております。上水道配水設備改良費の主な執行内容でございます。委託

料、工事請負費のほかに執行しております上水道区域拡張於福下地区施設整備事業

に関連する経費がほとんどでございまして、合計としまして、１億５，４９１万

５，３６２円を支出しております。それから簡易水道配水設備改良費の主な執行内

容でございます。於福簡易水道西寺地区増補改良事業に６，３６６万１，５００

円、また、美東簡易水道におけます通信機器等整備工事としまして、９２４万円を

支出しております。このことにより、美東総合支所に設置してありましたテレメー

タをＷＥＢ化することによりまして、職員がどこにいても施設の運転状況が把握出

来るように整備をしまして、業務の効率化が図ったところでございます。 

その他の事業としましては、美東地域の三つの簡易水道で４地区、秋芳地域の三
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つの簡易水道で６地区の配水管布設替等関連経費を支出しております。固定資産購

入費でございます。機械及び装置購入費としまして、上水道におけます硬度低減装

置の原水ポンプ、それから麻生簡易水道におけます桃ノ木配水池水位計、美東簡易

水道におけます水溜浄水場におけます取水ポンプを更新するために、機械装置の購

入を行っております。 

最後に企業債償還金でございます。上水道・簡易水道合わせまして、２億４，８

０８万６，０６５円を償還しております。企業債償還額につきましては、平成２０

年度にピークを迎えまして、以降減少傾向にございます。以上、議案第２号につい

て御説明申し上げました。 

○委員長（河本芳久君） ただいま、説明が終わりました。本案に対する質疑はござ

いませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねします。美東・秋芳で市水が硬度が高いということ

で、美東・秋芳が市水を良くする会というのを平成２２年に立ち上げまして、そし

て平成２３年６月１７日にその会の方達が市長とお会いして、軟水化の要望等をお

話の中で料金の統一の話もありました。市長さんに要望書とその署名簿をもってお

会いしましたが、その時、料金の事業の一体化で、料金は統一すると、シミュレー

ションをすると言われました。そして来年いっぱいかかるだろうと。そして２５年

度には一本化するという話を伺いました。そして硬度低減化については、やります

と。２５年までには何とかすると約束をしていただきました。その時私はその要望

書と署名簿の提出の時に、良くする会の方達と同席をさせてもらいましたが、そう

いったときの、その時のこの決算書の中にそういったことはどこに現れてるのでし

ょうか。 

○委員長（河本芳久君） この件について、はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 三好委員、日にちまで明確におっしゃったけど、三好委員の

御紹介だったですかね。美東・秋芳の水道水の硬度軟水化ということで、御要望に

みえました。その時に私が申し上げたのは、軟水化をするためには非常に沢山のお

金ががかかるから、そのことが総括原価ということを今回の議会で申し上げました

けども、水道料金には施設の更新、それから新しい硬度軟水化も含めますけれど

も、それからそれを設置しますとそれに伴う経常経費、ランニングコスト、そうい

うこともかかるので、水道料金の統一にかかるときには、それが大きく影響します
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ということを御理解賜りたいということを申し上げたというふうな記憶がございま

す。 

今明確な年度のことをおっしゃったけれども、私はおそらくその時そういうふう

なこと言ってないと思います。そういうふうな形で軟水化については、地元の御要

望が大きいので努力をさせていただくと。それはなるだけ早い内にやっていきたい

けれども、今申し上げたように水道料金にも大きく影響するので、それと併せてシ

ミュレートとして事業の進捗を図りたいということで、お話をしたというふうに思

ってます。私は考えは変わってませんから、その都度その都度言うことが変わるこ

とはありませんので、おそらく同じことを申し上げたというふうに思っておりま

す。それを踏まえてちょっと原課のほうで。 

○委員長（河本芳久君） はい、佐々木管理業務課長補佐。 

○上下水道事業局管理業務課長補佐（佐々木靖司君） ただいまの三好委員の御質問

でございます。２４年度の決算書におきましては、美東・秋芳地域におけます軟水

化、それから料金統合に向けた数値、事業内容はないのかというふうな趣旨の御質

問だったと思います。２４年度におきましては、実務的には料金統一作業は事務的

には進めております。こちら決算書に数値、あるいは事業名として記載することは

しておりませんで、事務作業として料金算定作業に入っているところでございま

す。 

  それから硬度低減化装置につきましては、２５年度の当初予算説明時に御説明申

し上げましたとおり、平成２５年度予算におきまして、調査委託料を計上しており

ます関係で、今回議案として出させていただきました。平成２４年度決算の認定に

ついては料金統一、それから高度低減化の事業名、金額等は入っておりません。以

上でございます。 

○委員長（河本芳久君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） ２３年度に要望に行って、２５年度には何とか、もちろん期

待を持って２５年度中にはやるつもりですということだったので、何らかの動きが

あると思いまして、２４年度のこういった決算の中にあるのかなと思いまして、お

尋ねをしました。（発言する者あり） 

○委員長（河本芳久君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 三好委員の熱い思いは分かっておりますので、おそらく三好
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委員は、平成２５年度くらいにやってもらうと嬉しいなという思いをもって私のほ

うに来られましたので、その思いが強いと思います。しかしながら、その時点で私

がいつまでならやれるということまず言えるはずがないわけなんですよ。だから総

括原価を計算をしていく、ですから企業体としてかつての、かつてのと言い方は変

ですね、美祢市の上水道と美祢管内の簡易水道、美東管内、秋芳管内の簡易水道、

全て統合化をして、そしてどんな試算があるか、そしてその試算がどれほどの、そ

れぞれについて償却にどれほどのお金がかかるか、そのことを計算した上でないと

水道料金の設定は出来ませんし、先ほど申し上げたように軟水化にかかるお金は非

常に大きいですから、それも含まれなくちゃいけない。それを含めてやるためには

かなりの時間がかかりますので、そのことも了解して頂きたいということを申し上

げたと思います。以上です。 

○委員長（河本芳久君） 三好委員了解ですね。了解でございますので、ほかに質疑

はございませんですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） それでは、質疑はないようですが、本案に対する御意見は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） なしでよろしゅうございますか。それでは、これより議案

第２号平成２４年度美祢市水道事業会計決算の認定についてを採決いたします。 

本案について原案のとおり認定することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） 全員異議なしということでございますから、よって議案第

２号は原案のとおり認定されました。 

  それでは次に、議案第３号平成２４年度美祢市病院等事業会計決算の認定につい

てを議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、千々松経営管理課長。 

○病院事業局管理部経営管理課長（千々松雅幸君） それでは、議案第３号平成２４

年度美祢市病院等事業会計の決算について御説明させていただきます。 

白い背表紙の決算書２ページをお開き願います。最初に、美祢市病院等事業会計

の決算総計について御説明申し上げます。 

 まず、収益的収入及び支出についてでありますが、収入において、１款病院事業
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収益が、決算額３４億５３９万４，６２０円となり、予算額に対して３０９万２，

３８０円の減となっております。 

  続いて２款介護老人保健施設事業収益では、決算額３億６，２２６万７，２８８

円で、予算額に対して１１１万８，７１２円の減となっております。 

  最後に、３款訪問看護事業収益では、決算額が４，０２０万９，２３７円で、予

算額に対して４５万１，７６３円の減となっております。合計いたしますと決算額

３８億７８７万１，１４５円となります。 

 一方、支出におきましては、まず、１款病院事業費用が決算額３４億１，０６６

万７，１８６円で、不用額が４，７５６万１，８１４円となっております。 

  続いて、２款介護老人保健施設事業費用が、決算額３億５，２３８万３，４０４

円で、不用額が１，０８４万５，５９６円となっております。 

  最後に３款訪問看護事業費用が、決算額２，９１２万８６５円で、不用額が２４

３万８，１３５円となっております。合計いたしますと、決算額は３７億９，２１

７万１，４５５円となります。 

この結果、収入支出の差引は、決算書には出ていませんが、１，５６９万９，６

９０円の黒字となりました。 

 次に、資本的収入及び支出についてであります。４ページをお開き願います。 

 まず、１款病院事業資本的収入が決算額３億６，６７０万５，０００円で、予算

額に対して１，０８９万円の減となっております。 

  続いて、２款介護老人保健施設事業資本的収入は、決算額３，２１０万円で、予

算額と同額になっております。合計いたしますと、決算額は３億９，８８０万５，

０００円となります。 

  一方、支出におきまして、１款病院事業資本的支出が決算額４億６，６１２万

２，３１２円で、不用額は１，３３４万９，６８８円となっております。 

 そして、２款介護老人保健施設事業資本的支出は、決算額２，８６１万８，１９

３円で、不用額９９万６，８０７円となりました。合計いたしますと、決算額は４

億９，４７４万５０５円となります。 

 この結果、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額９，５９３万５，５

０５円は、消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資金で補填いたしま

した。 
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 続きまして、本市の病院事業等の施設ごとに見た平成２４年度の経営状況につき

まして、もう少し詳しく御説明をいたしたいと存じます。 

 御手元に配布しております別冊になりますが、白い背表紙であります平成２４年

度美祢市病院等事業会計決算概要説明資料を用いまして、前年度との比較を中心に

説明をさせていただければと存じます。 

後のほうになりますが、３２ページをお開き願います。初めは、美祢市立病院の

経営状況についてであります。なお、この表の決算額は、税抜きベースでありまし

て、損益計算書の数値と整合させております。 

 まず、病院事業収益は２０億４，７１８万３，０３６円で、前年度と比較します

と１億４，７３６万８，６８８円、６．７％の減となっております。 

  このうち病院医業収益は、１７億８，３３６万１，１５０円で、前年度より１億

６，０６３万３，６４５円、８．３％の減となっております。 

 なお、病院医業収益のうち、入院収益については１１億３，９２４万１，２５９

円で、入院患者数の減により前年度より１，３９０万２，０６０円の減となりまし

た。 

また、外来収益は４億８，９９２万６，３７１円で、こちらは外来患者数の減及

び院外処方に切り替わったことによる影響がまる一年分生じたことにより前年度よ

り、１億６，０６４万８，７０４円の減となりました。 

患者数につきましては、右の説明の欄にもございますが、まず入院について述べ

患者数が４万５，１６１人、一日平均１２３．７人で、前年度と比較して１，２４

４人、一日平均では３．１人の減となっております。 

  また外来につきましては、延べ患者数が４万９，４７３人、一日平均１９７．９

人で、前年度より１，２５３人、一日平均では５．２人の減となっております。 

 その他医業収益は、１億５，４１９万３，５２０円で、前年度より１，３９１万

７，１１９円の増となっております。 

 次に病院医業外収益ですが、１億８，８７３万８，４８０円で、前年度より１，

０５７万３，４４９円の減となっております。 

 次に病院経営改革事業収益でありますが、７，５０８万３，４０６円で、これは

市からの補助金と管理者給与にかかる両病院からの負担金であります。 

一方、支出におきましては、病院事業費用は２０億２，７６５万１，５１６円
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で、前年度より１億２，５８７万５，５９３円、５．８％の減となっております。 

  このうち、病院医業費用は１８億９，５２３万２，２２３円で、前年度より１億

４，２６０万７，５０６円の減となっております。 

  病院医業費用におきまして減少いたしました主な要因は、院外処方に伴う薬品費

の減であります。 

 次に病院医業外費用は、６，０２６万２５４円で、雑損失の減により前年度と比

較して、９１３万３，１８３円の減となっております。 

  続いて病院経営改革事業費用は、７，０７２万１，１１３円で、病院事業管理者

が選任されたことまた、シャトルバスを増便したこと等により、前年より２，５１

３万７，９５８円の増となっております。 

 次に、特別損失が１４３万７，９２６円で、これは美祢市病院等事業使用料手数

料条例の債権放棄の規定に基づき、診療等に係る使用料等を不納欠損処理したもの

であります。 

 以上の収支を差し引きいたしました１，９５３万１，５２０円が当年度の純利益

ということになります。 

続きまして、美祢市立美東病院の経営状況について御説明いたします。３３ペー

ジになります。 

まず、病院事業収益では１３億７，０９２万２，７８５円で、前年度と比較しま

すと５，５７０万６，５６１円、３．９％の減となっております。 

  このうち病院医業収益は１１億３，２６９万５，３７３円で、前年度より４，４

６５万３，９５３円、３．８％の減となりました。 

 なお、病院医業収益のうち入院収益については、７億９，６９７万７，７２９円

で、前年度より入院患者数の減により、２，５３０万６，９２２円の減となりまし

た。 

 また、外来収益は、２億２，４２９万１，３７６円で、外来患者数の減により、

前年度より、１，３６１万６，８６４円の減となっております。 

 患者数につきましては、入院の延べ患者数が３万２，５９０人、一日平均８９．

３人で、前年度と比較して１，７２５人、一日平均で４．５人の減となっておりま

す。 

 また、外来患者数につきましては３万４，４００人、一日平均１４０．４人で、
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前年度と比較して７，９５２人、一日平均で３３．２人の減となっております。 

 その他医業収益は、１億１，１４２万６，２６８円で、前年度より５７３万１６

７円の減となっております。 

 次に病院医業外収益ですが、２億３，８２２万７，４１２円で、前年度より１，

１０５万２，６０８円の減となっております。 

一方、支出におきましては、病院事業費用は１３億９，６４０万５，５８５円

で、前年度より２，０２６万３，７２５円、１．４％の減となっております。 

このうち、病院医業費用は１３億２，６８８万２，０１１円で、前年度より１，

７１４万７，８３５円、１．３％の減となっております。この主な要因は、患者数

の減にかかる診療材料費・薬品費の減であります。 

 次の病院医業外費用は６，９１０万８，９７１円で、前年度と比較して３５３万

４９３円の減となっております。 

次に、特別損失が４１万４，６０３円で、診療等に係る使用料等を不納欠損処理

したものであります。 

 以上の収支を差し引きいたしました２，５４８万２，８００円が当年度の純損失

ということになります。 

 次に、介護老人保健施設グリーンヒル美祢についてであります。３４ページをお

開き願います。 

  まず、介護老人保健施設事業収益は３億６，２０２万２，５３２円で、前年度と

比較して４３０万８，９２０円、１．２％の増となっております。 

 その内訳として、入所運営事業収益は２億８，３９１万５，１５２円で、入所者

数の減に伴い、前年度と比較すると２２８万２，３４１円、０．８％の減となりま

した。 

 次に短期入所運営事業収益は１，７２２万７，７７２円で、短期入所者の増に伴

い、前年度と比較すると１０３万４，６２２円、６．４％の増となりました。 

  続いて通所運営事業収益は４，４４０万５，１６１円で、通所者数の減に伴い、

前年度と比較すると１３２万５，９５２円、２．９％の減となりました。 

  利用者数につきましては、まず延べ入所者数は２万３，７００人、一日平均６

４．９人で、昨年度と比較すると１３９人、一日平均０．２人の減となっておりま

す。 
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 次に、短期入所者は延べ１，２２５人、一日平均３．４人で、前年度と比較する

と１６６人、一日平均０．５人の増となっております。 

 そして通所者数は、延べで４，５６０人、一日平均１８．６人で、前年度と比較

して９人、一日平均０．１人の減となりました。 

次に、運営事業外収益は１，６４７万４，４４７円で、前年度と比較して６８８

万２，５９１円の増となっております。 

一方、支出につきましては、介護老人保健施設事業費用が３億５，２２５万２，

３９８円で、前年度と比較して７８４万９，１１５円、２．３％の増となっており

ます。このうち、入所運営事業費用が３億１，７５８万２，４６３円で、前年度と

比較すると１，０２４万７，８０７円、３．３％の増となっております。 

次に、通所運営事業費用は２，１１０万７，３１６円で、前年度と比較して１９

３万２，２４３円、８．４％の減となっております。 

次に、運営事業外費用は１，３５６万２，６１９円で、前年度と比較して４６万

６，４４９円、３．３％の減となっております。 

  以上の収支を差し引きいたしました９７７万１３４円が当年度の純利益というこ

とになります。 

次に訪問看護ステーションについてであります。３５ページになります。まず、

訪問看護事業収益は４，０２０万６，７１３円で、前年度と比較して１８５万４，

０２１円、４．４％の減となっております。このうち、訪問看護事業収益は３，８

１９万１，２３７円で、前年度と比較して１１０万７，３１７円、３．０％の増と

なっております。利用者の数については、延べ４，２７４人、一日平均１７．４人

で、前年度と比較して１１人、一日平均０．２人の減となっております。 

 次に訪問看護事業外収益は２０１万５，４７６円で、前年度と比較して２９６万

１，３３８円の減となっております。 

 一方で、支出についてですが、訪問看護事業費用が２，９１１万８，３４１円、

前年度と比較して１，２３９万６，０６８円、２９．９％の減となっております。

このうち、訪問看護事業費用が２，８８２万５，０７８円で、前年度と比較して

１，２３８万８，３６１円、３０．１％の減となっております。 

訪問看護事業費用におきまして減少いたしました主な要因は、職員数減による看

護職給・手当の減と退職金・退職給与引当金の減によるものであります。 
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そして訪問看護事業外費用が２９万３，２６３円で、前年度と比較して７，７０

７円の減となっております。 

  以上の収支を差し引きいたしました１，１０８万８，３７２円が当年度の純利益

ということになります。以上で説明を終わります。 

○委員長（河本芳久君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、山中副委員長。 

○副委員長（山中佳子君） 平成２４年度美祢市公営企業会計決算審査意見書という

のがあります。それの４１ページなんですが、二つの病院の入院患者数は前年度比

２，９６９人の減ですが、外来患者数が前年度より９，２０５人の減となっており

ます。 

また平成２０年度と比べますと、この５年間で外来患者が２万３，０８８人減っ

ております。そのうち美東病院は１万８，１５２人の減となっておりますが、この

辺の理由なり分析されておりますかどうか、質問したいと思います。 

○委員長（河本芳久君） はい、池田事務局長。 

○美東病院事務部事務局長（池田正義君） 山中委員の御質問にお答えいたしたいと

思います。大幅な減少ということで、あらゆる方面から数字の分析をしておるとこ

ろですが、なかなか根拠が示せない部分もありますが、今お答え出来る部分としま

しては、診療日数の減少、若しくは非常勤医師に変更したということが、診療科目

によってありますので、このあたりで減少してるという認識ではあります。総合的

には、大学の医局に医師が残られないということからしますと、医師の慢性的な不

足がこの裏側にはあるというふうに私は認識しております。 

いずれにしましても、美東病院は美祢市にとってはもちろんですが、秋芳・美東

地区には欠かせない病院というふうに思っております。医師の確保につきまして

は、経営管理課と一体になって関係機関へ強く働きかけて、確保してまいりたいと

思っておりますので、御理解を賜りたいと思います。以上でございます。 

○委員長（河本芳久君） よろしいですか。その他。はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 今の山中委員の件で追加でちょっと質問なんですけど、先ほ

ど今なぜ減ったかということで、医師の確保が難しいとかという問題を分析されて

るということですけれども、私多くの市民の方からよく美祢の市立病院と美東病院

の件について、よく聞きます。その中でそこだけが問題じゃないようなことを市民
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の方が言われておりますが、例えば接遇の問題とか、病院内の明るさだとか、そう

いった病院の中の環境ですよね、医師の数だけじゃなくて、そういった面の評価と

いうか、いうことをどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（河本芳久君） はい、千々松経営管理課長。 

○病院事業局管理部経営管理課長（千々松雅幸君） 西岡委員の御質問にお答えいた

します。医師確保以外のことが要因ではないかという御指摘でございますけれど

も、両病院におきましては、接遇研修を実施しておりましたり、美祢市立病院にお

きましては、患者満足度調査というのを毎年やっております。患者満足度調査の結

果を見ますと、わりと高いような御評価をいただいてるというふうな理解はしてお

ります。 

それから、それについて病院の明るさとかそういうような点についても、満足度

調査でさほど問題があるようには思っておりませんが、いずれにいたしても、その

ような声があるということは受け止めさせていただきまして、今後内部でそのよう

なことがないように調整させていただきたいというふうに思います。以上でござい

ます。 

○委員長（河本芳久君） いいですか。了解ということでございますので、その他ご

ざいませんですか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 監査意見書の中で、５２ページですが、職員給与と交際費は

議会の議決がなければ流用出来ない経費であるが、次表のとおりいずれも限度額以

内の支出となっているということは、職員さんの給与とかもう少し処遇を改善、待

遇をよくしてもいいのではないかと思いますが、どのようにお考えなんでしょう

か。交際費についても同じですが。上げて頂きたいと要望にいたしましょう。 

○委員長（河本芳久君） 要望ですね。（発言する者あり）これに対する執行部。は

い、千々松経営管理課長。 

○病院事業局管理部経営管理課長（千々松雅幸君） 処遇改善に関する意見というこ

とでございますので、受け取らさせて頂きたいというふうに思います。 

○委員長（河本芳久君） 三好委員いいですか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 出来るだけ、このやはりこういった数字があれば、職員さん

の先ほどもありましたように、働きやすい環境、処遇待遇も大きく影響してくるの

ではないかと思いますので、よろしくお願いしますが、その点いかがでしょうか。
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（発言する者あり）すいません。質疑の場なんで要望ではありませんので、お尋ね

いたします。要望の場ではないので、質問とさせていただき、質疑させていただき

ます。 

○委員長（河本芳久君） はい、千々松経営管理課長。 

○病院事業局管理部経営管理課長（千々松雅幸君） 三好委員の御質問でございます

けれども、この監査意見書に出ておりますものは、給与費予算とっております

が、それ以内の支出で終わったということでございます。それがそのように限度

額以内で納まった理由は、一つには職員の確保ができなかったということもござ

いますし、非常勤医師も含めて、そういった点があって残額が出てるということ

になっております。 

企業改善についてのどのようにお考えになるかということですけれども、その

ような意見があるということをくみ取りまして、他団体との比較も斟酌しなが

ら、給与等の改善は検討してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○委員長（河本芳久君） 今の答弁でいいですか。その他質疑はございませんです

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） それでは、御意見はございませんか。三好委員御要望はな

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） 意見なしとみなします。それでは、議案第３号平成２４年

度美祢市病院等事業会計決算の認定についてを採決いたします。 

本案について原案のとおり認定することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３号は原案のとお

り認定されました。要望がございましたので、１０時４０分まで休憩をしたいと思

います。しばらく休憩をいたします。 

午前１０時３０分休憩 

 

    午前１０時４０分再開 

○委員長（河本芳久君） 休憩前に続き会議を再開いたします。議案第４号平成２４
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年度美祢市公共下水道事業剰余金の処分について、これと、議案第５号平成２４年

度美祢市公共下水道事業会計決算の認定についてを議題といたします。いずれも関

連がありますので、執行部より一括して説明をお願いいたします。はい、佐々木上

下水道事業局管理業務課長補佐。 

○上下水道事業局管理業務課長補佐（佐々木靖司君） それでは、議案第４号平成２

４年度美祢市公共下水道事業剰余金の処分について及び議案第５号平成２４年度美

祢市公共下水道事業会計決算の認定についての２議案を一括して御説明させていた

だきます。 

  黄色い背表紙の美祢市公共下水道事業会計決算書１ページをお開きください。平

成２４年度美祢市公共下水道事業決算報告書でございます。 

まず１の収益的収入及び支出でございます。収入の消費税込みの決算額は４億

５，２３１万４，８９５円となりました。２ページをお開きください。対しまし

て、支出の消費税込みの決算額は、４憶３，２８９万２，９４７円となりました。

この結果、決算書への記載はございませんが、税込みの収入支出の差引額は、１，

９４２万１，９４８円の黒字となっております。 

３ページをご覧ください。２の資本的収入及び支出でございます。まず収入でご

ざいますが、決算額は３億２，２７７万６，５００円となっております。 

では４ページをお開きください。支出の決算額でございます。決算額は４億５，

７４１万９，７２９円となっております。 

この結果、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億３，４６４万３，２２

９円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額不足額４７９万６００円に

つきましては、過年度分損益勘定留保資金１，７３９万５５１円、及び当年度分損

益勘定留保資金１億２，２０４万３，２７８円で補てんしたところでございます。 

  続きまして、財務諸表についての御説明を申し上げます。５ページをお開きくだ

さい。損益計算書でございます。 

平成２４年度におきます営業損失でございますが、１億５，３８４万２，３１０

円となり、営業外における収益、費用を加えました結果、当年度純利益は２，４２

１万２，５４８円となりました。これに前年度からの繰越利益剰余金３，７１５万

７，７８１円を合わせますと、当年度の未処分利益剰余金は６，１３７万３２９円

となったところでございます。 



－20－ 

６ページをお開きください。剰余金計算書でございます。資本金、剰余金の当年

度の変動額を掲載しております。一番右の列に資本合計の欄がございます。前年度

末からの処分後残高は１４４億２，６８８万８，１６１円であり、これに当年度変

動額８，２０４万９，６０４円を減じました結果、表の最下段に掲載しております

年度末残高は１４３億４，４８３万８，５５７円となったところでございます。 

では、７ページをお開きください。７ページは議案第４号剰余金の処分にかかる

剰余金処分計算書（案）でございます。この度の処分につきましては、資本金、資

本剰余金は処分せずに、未処分利益剰余金の中から、地方公営企業法第３２条第２

項の規定によりまして、減債積立金として１，０００万円を積み立て、建設改良積

立金としまして２，０００万円を積み立てることとし、３，１３７万３２９円を繰

越利益剰余金として繰り越すことをお諮りするものでございます。 

８ページをご覧ください。平成２４年度期末時点におけます貸借対照表でござい

ます。 

固定資産・流動資産を合わせた期末における資産総額でございます。１４４億

３，５７０万６６５円となり、平成２３年度期末時点と比べまして、８，１８７万

５，９７５円の減となっております。 

次に負債の部でございます。固定負債、流動負債を合わせました期末における負

債額の合計は９ページの最終行にございます。負債合計額は９，０８６万２，１０

８円となりまして、平成２３年度期末時点と比べまして、１７万３，６２９円の増

というふうになっております。 

１０ページをお開きください。資本の部でございます。先ほど剰余金計算書の説

明時に御説明申し上げましたとおり、資本金・剰余金を合わせました期末における

資本総額は１４３億４，４８３万８，５５７円となり、平成２３年度期末時点と比

べまして８，２０４万９，６０４円の減となり、負債資本合計額は１４４億３，５

７０万６６５円となったところでございます。 

１３ページをお開きください。建設工事の概要でございます。平成２４年度にお

きましては、日永準幹線管渠布設工事５７０万１，５００円などの計６件の工事、

それから取付管及び公共ます設置工事を７件、公共ます設置工事を３６件、合計と

しまして１，７４０万２，０３８円を執行しております。 

次に１４ページをお開きください。業務の報告でございます。年度末処理区域面
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積から有収率までの９項目を掲載しております。６の年度末水洗化戸数は３９戸増

えまして３，４９１戸、７の年間処理水量は１０６万６，４７０立方メートル、８

の年間有収水量は９４万５，２６８立方メートルとなっております。 

それでは、１６ページをお開きください。会計の報告でございます。（２）の起

債及び一時借入金の状況でございます。企業債におきましては、日永準幹線管渠布

設工事、徳定地区取付管及び公共ます設置工事などの建設財源に充当するため、下

水道事業債・過疎債併せまして１，１１０万円の企業債を発行しております。この

結果、平成２４年度末の企業債残高でございますが、３９億４，３３３万４，１８

０円となったところでございます。   

続きまして、財務諸表付属明細書によりまして、収入支出の主なもの御説明をい

たします。１７ページをお開きください。 

１の収益的収入及び支出明細書、これは税抜きの表示でございます。下水道事業

収益でございます。営業収益のうち下水道使用料は１億４，４２３万６，２７９

円、前年比、前年を１００とした場合でございます。９９．２％でございます。 

次の他会計負担金でございますが６５８万７，０００円、前年度と同額でござい

ます。営業外収益のうち他会計補助金が２億９，３２８万３，０００円、前年比と

しまして９０．２％でございます。 

１８ページをお開きください。下水道事業費用は４億２，０８９万５２１円、前

年比にしまして９９．８％でございます。営業費用の管渠費におきましては、修繕

費に１，１５８万２，９８４円、委託料に１９０万円を支出しております。次の処

理場費における主な執行でございますが、光熱水費に１，１６８万９，７８１円、

修繕費に７５４万８，０００円などを執行しております。総係費における主な執行

でございます。委託料に２５８万２，８２９円、負担金に４９０万２，７７９円を

支出しております。また、減価償却費は１億７，５９７万３，５２３円を支出して

おります。 

営業外費用の主な執行は、企業債利息でございます。企業債利息は１億１，５２

２万６１２円、前年比９１．５％でございます。 

次に、２０ページをお開きください。２の資本的収入及び支出明細書、税込み表

示でございます。 

資本的収入額の合計は、３億２，２７７万６，５００円でございます。内訳とし
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ましては、企業債が１，１１０万円、次に補助金４９０万円でございます。この補

助金は国庫補助事業としまして、日永準幹線管渠布設工事及び美祢市浄化センター

ほか長寿命化計画策定支援業務を実施しておりますので、この財源に充当しており

ます。 

他会計補助金でございます。一般会計から元金償還に対する補助金としまして、

３億３０万３，０００円を収入しております。受益者負担金は５３１万１，５００

円でございまして、その他負担金の内容は下水道事業協力金１１６万２，０００円

でございます。 

２１ページをご覧ください。次に支出でございます。資本的支出額の合計は４億

５，７４１万９，７２９円でございます。建設改良費に２，９１４万７，６８５円

を支出しております。工事請負費１，７４０万２，０３８円の内訳につきまして

は、先ほど御説明しました１３ページの工事概要のとおりでございます。 

次に企業債償還金でございます。償還金は４億２，８２７万２，０４４円を償還

しております。企業債償還額につきましては、平成２３年度をピークにしまして現

在減少傾向に入っております。  

以上、議案第４号及び５号につきまして、一括して御説明申し上げました。 

○委員長（河本芳久君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 下水道事業の普及率がどの程度進んでおりましょうかという

質問なんです。１４ページですね、今の資料の中でですね、４番目に年度末処理区

域内戸数、一般家庭として４，０２５戸と出ています。６番目に年度末水洗化戸

数、一般家庭として３，４９１戸出ていますが、これを足した七千五百なんぼです

かね、それが全体の戸数で、水洗化が終わっているのが３，４００と、こう理解し

ていいんでしょうか。教えてください。 

○委員長（河本芳久君） はい、佐々木管理業務課長補佐。 

○上下水道事業局管理業務課長補佐（佐々木靖司君） ただいまの坪井委員の御質問

にお答えいたします。水洗化人口でございます。黄色い別冊でつけております決算

概要資料を御用意いただきまして、少し字が小さくて申し訳ないんですが、６ペー

ジをご覧いただけますでしょうか。 

  左側下から１４行目、水洗化人口という欄がございます。こちらにですね、２４
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年度末におけます水洗化人口８，５３８人、こちらを掲載しております。大変見づ

らい資料で申し訳ないんですが、今御指摘のありましたとおり、４，０２５と３，

４９１を足しましたら、８，５３８、水洗化人口に戻るというふうに。（発言する

ものあり）失礼しました。６番につきましては、委員が言われた決算書１４ページ

の６番は戸数でございます。４番の一般家庭についても戸数でございます。５番の

ほうに水洗化人口８，５３８が掲載してございます。（発言するものあり） 

  すみません。訂正します。１４ページの４番につきましては、年度末処理区域内

戸数、つまり供用開始の告示を打ちまして、出させていただきまして、水洗化でき

ますという戸数を掲載しております。 

  それから対しまして、６番につきましては、供用開始の告示を出させていただい

た後、水洗化をされた戸数、これを３，４９１ということで掲載してございます。 

○委員長（河本芳久君） はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 大変よくわかりました。実は私、あれ何年前ですかね、もう

ずいぶん前に下水道の問題で、問題提起したことがありましてね、そのときいろい

ろ話を聞いたもんですから、頭の中に残っています。 

当時普及率という言葉が使われていたと思いますが、８６か７ですよね。いつま

でいっても、８６か７になっとるんですよね、数字的には。これちょっと普通の人

には理解が難しいんで、だんだん下水道工事が進められているんで、普及率が数字

として上がるなと。例えば、９２とか３とかになってるかなと思うと、やっぱり８

６.何パーセントですよね。この辺の所がちょっとわかりにくいんでね、どういう

ふうに見たらいいかっていうことを、もう一回教えてくださいませ。 

この表はわかりました。供用開始区域に入ったのが４，０２５で、うち３,４９

１戸が水洗化されましたと。つまりこの差分が水洗化していないと。供用開始区域

の中でありながらね。そう理解していいんですかね。（発言するものあり）ええで

すか。 

これとですね、全体の普及率はこれで見たらいいということです。違う。（発言

するものあり）ではわかりましたが、全体の普及率がですね、いつまでたったって

８６、７％っていうのはどう理解したらよろしいんでしょうか、という質問です。 

○委員長（河本芳久君） はい、矢田部施設課長。 

○上下水道事業局施設課長（矢田部繁範君） ただいまの質問でございますが、八十
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数％というのは、区域内の戸数に接続された、水洗化された戸数を割ったものでご

ざいまして、年々区域を拡張して広げており、戸数は増えてきているんですけど、

設備が、管が敷設しまして、公告いたしまして、３年以内にしてくださいよという

ことは言っているんですけれども、その関係で毎年区域は広がっております。接続

される方も、毎年すぐやっていただければいいんですけれど、３年、４年、５年か

かる場合もございますので、どうしても接続率って言いますか、それがふえていく

のは、目に見えてふえるっていうことがないっていうことでございます。以上でご

ざいます。 

○委員長（河本芳久君） はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 今の説明で意味はわかりました。意味はわかりましたけど、

全体の戸数の中でですね、供用開始区域の中に入った戸数は、だんだん年々ふえて

いますよね。ところが、それはふえながら水洗化する戸数がね、いつまでたったっ

て１４％ぐらい、水洗化されない戸数があると、こういう理解でいいですか。（発

言するものあり） 

○委員長（河本芳久君） はい、そういうことで了解ということでございます。ほか

に、質疑はございませんですか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） それでは、本案に対する御意見はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） それでは、これより議案第４号平成２４年度美祢市公共下

水道事業剰余金の処分について、採決いたします。 

本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） 全員異議なしと認めます。よって議案第４号は原案のとお

り可決されました。 

○委員長（河本芳久君） 次に、議案第５号平成２４年度美祢市公共下水道事業会計

決算の認定についてを採決いたします。 

本案について原案のとおり認定することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） 全員異議なしと認めます。よって議案第５号は原案のとお
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り認定されました。 

以上をもちまして、本会議で本委員会に付託されました議案４件につきましての

審査を終了いたします。 

その他、委員の皆様から何か御発言、御意見ございましたら。はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 市有地の整備と言いますか、管理の件について、ちょっとお

聞きしたいということがございます。 

  現在市道については、草刈りは１００メーターで１，０００円の補助がでるんだ

ったと思うんですけど、地元の話で申し訳ないんですが、今美祢社会復帰促進セン

ターの職員の国家公務員の方が、ボランティアクラブというのをつくられて、豊田

前、桃ノ木地域の各種団体と地域のボランティアとして、清掃活動とか行事のお手

伝いとかいうことを、毎月一回やろうということで、コーディネートをやっている

最中なんですけれども、特に市道については今言ったように、１００メーター当た

り１，０００円の補助が出るということで、機械の燃料代とかですね、休憩のとき

のジュース代とか、そういったものが出て、その中でコミュニケーションを図っ

て、地域と連携していこうということでやっておるんですが、実はあの市有地につ

いてですね、にもすごく草が生えていまして、そこの管理も地元でやろうというこ

とで、今話をして、市道と同じようなですね、そういった管理の補助と言います

か、そういうのができないだろうかという御相談を、地域の方から頂いておりま

す。 

  どういったところかと言いますと、センターの周辺にある調整池の周りに、管理

道と言いますか、そういった道がありますが、ここは市道ではなくて市有地という

ことで、草刈りをしてもそういった補助が出ないというような状況とかですね。ま

たあるいは、市有地であってもだだっぴろいところとかですね、そういったことろ

はでないのかという、そういった規程、まあ条例があると思うんですけれども、そ

ういったことで変更できないかどうかということを、地元のほうからちょっと聞か

れてますので、その辺どういった市のほうのお考えがあるかどうか、ちょっとお聞

かせ願いたいというふうに思います。 

○委員長（河本芳久君） はい、佐伯監理課長。 

○総務部監理課長（佐伯憲一君） ただいまの西岡委員の御要望ですが、豊田前地区

のみならず、市内の他地区においても、奉仕活動の一環として、住民の方等により
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まして、草刈り作業をしているということで、多大なる御尽力をいただいているこ

とは、十分認識いたしております。 

  今の要望の案件につきましては、各地区の住民の皆さまが実施されている市有地

の草刈り作業に対し、支援できるような手立てを、十分今後検討していきたいと考

えております。以上でございます。（発言するものあり） 

○委員長（河本芳久君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） あの佐伯監理課長はですね、非常に頭の中に明晰なものを持

っておりますけど、端的にものを申しますんでね、わかりやすかったけど、ちょっ

と補足させていただきます。 

  今西岡委員がおっしゃったのは、結局あの社会復帰促進センターという、美祢市

が誘致をして設置をしていただいた施設の中におられる職員の方々、国家公務員の

方々が、地域と共生ということを大前提に挙げておられます。我々も挙げておりま

す。それを受けて、ボランティアの組織をつくられて、地域の市有地っていうの

が、プライベートじゃなしにパブリックのほうですね、美祢市の所有地という意味

ですね。誤解を与えかねないですから、私有地じゃなしに、美祢市の土地を整備、

きれいにされるのに、普通の市道であれば、ある一定のお金を、油代くらいです

ね、草刈り機のね。出してもらえるけれども、その辺がどうかということですね。 

  今佐伯課長が申し上げたように、市内全域には本当にたくさんの地区の方々が、

自らの御志をもって、自分たちの地域をきれいにしていただいてます。本当にあり

がたいと思っております。 

  それとは若干違いますんで、今回の場合は。この美祢社会復帰促進センターが地

域共生を目指して、このとこでやられる。それも、美祢市の市有地、市有地ってい

うのがパブリックのほうですね、これをやっていただくということであるんで、そ

れはもう、さっき佐伯課長が端的に申し上げたように、考えさせていただきたいと

いうふうに思います。以上です。 

○委員長（河本芳久君） あの説明でいいですが。はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） ありがとうございます。まあ、実はもうこの７月から既にボ

ランティア始めてまして、毎月一回やるように今コーディネートしてますんで、そ

ういった要望がありましたので、是非お願いしたいというふうに思います。ありが

とうございます。 
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○委員長（河本芳久君） はい、要望ですね。ほかに委員さん、ございませんです

か。はい、山中副委員長。 

○副委員長（山中佳子君） ９月５日に一般質問いたしまして、市長にもう２、３そ

の内容をお聞きしたんですが、よろしいでしょうか。（発言するものあり）あので

すね、その時も言いましたが、今政策討論会の議題でもあります水道料金の格差の

ことですが、その時も申し上げましたが、旧美祢市を１とした場合、秋芳が１.２

倍、美東は１．５倍です。当然旧美祢市の方々の水道料金の値上げは避けて通れな

いものではないかと思っておりましたし、その上秋芳、美東に軟水化装置を付けた

場合の水道料の値上げの説明が、旧美祢市の方々にされていたのだろうかという懸

念が、ずっとこの５年間私の頭の中にありました。 

  しかし、２５年度の予算において、硬度低減化装置を設置するための認可申請の

予算が組まれたのを見た時、市長はすべて計算されたのちの決断だろうと、ありが

たく思ったものでした。 

  そして、その設計委託料として、そのとき数字が出ましたが、１，４３８万５，

０００円を既に予算執行されており、認可の後、軟水化装置設置へと話は進むもの

と思っていました矢先、秋芳北部水源地の水量調査をしてほしいという要望書が出

されました。 

  市長は、要望書が出たので、納得するまで調査すると言われましたが、もしこの

要望書が出なかったら、市長は計画どおり、秋芳・美東３カ所の水源地に軟水化装

置、いわゆるペレット方式ですが、設置するおつもりだったのでしょうか。その点

をちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（河本芳久君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） ちょっと話を整理をしたほうがいいと思います。合併の時の

旧１市２町での協議の場でですね、水道料金については、かつての１市２町、合併

時では１市２町でしたけれども、非常に差があるということ、それを合併時に統合

できたらよかったんですけれども、生活の根幹に関わる生活コストです。これを統

合していくっていうことは非常に難しかったんで、ちょっと言葉とすれば言いづら

い言葉ですが、とりあえず棚に上げといて、合併後にそれをさらに議論を深めてい

って、水道料金を統合していこうじゃないかということで、水道料金については合

併まで行けたという経緯があります。 
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  それを受けて、私は合併新市の初代市長といたしまして、水道料金の統合につい

ては、常に頭にございました。そのためには、まず先ほど三好委員の御質問の時に

もお答え申し上げたけれども、資産を完全に管理、整理をしないと水道料金がわか

らないんです。 

 かっての美祢市においては、上水道を持っておりましたから、資産台帳を持って

おりました。というのがですね、企業会計っていうのは必ず減価償却を行います。

減価償却を行うためには、どこのどのような資産が何メーター、何平方メートルあ

るということを、きっちり整理をして、それが耐用年数が、それぞれ１個ずつがど

の程度あるか、それを持って減価償却を出していって、それをずっと積算していっ

て、総減価償却費が出てまいる。 

 ところが、美東・秋芳の水道はですね、特別会計で簡易水道でやっておられたん

で、水道に係る資産台帳がなかったんです。ですから、全く白紙の状態でした。で

すから、それを調査をしてくのに、非常に長い時間かかる。だからそのことは御了

解いただきたいということを、一番最初に私は申し上げたと思います。ですから、

それを整理、統合した上で、企業会計に統合していったという経緯があります。 

  では、それを受けてですね、今度は軟水化の問題ですが、美東、秋芳の一部がで

すね、非常に高い硬度の飲料水であるということも、私はもう合併の段階から認識

をしておりました。 

  それが、合併以前にそれぞれの町でやっておられれば問題はなかったんですが、

それが非常に高いコストがかかるということで、できなかった。だからこの合併後

にですね、どうにかしてもらえないかという、美東地域、秋芳地域の方々の思いが

あるというのも、非常によくわかっておりました。その要望書等がですね、出てま

いりました。要望に来られた議員もいらっしゃいましたね。 

  そういうことで、やはりですね、水道料金を統合しようとするときには、水につ

いても硬度が高い水が健康に被害はないということはわかっておりますけれども、

生活機器等に石灰分が付着するとかいうふうな御不便をおかけすることがあります

から、やはりだいたい同じレベルのですね、硬度を持った水を供給して、そして水

道料金を統合するということが、一番市民の方の理解が得られるであろうというこ

とで考えました。 

  今度はその水道料金と合わせて、今の軟水化に係る費用ですね、それがわからな
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いということ、その調査費用を今予算化をしているということです。だから今調査

の費用一千数百万やったですかね、出しております。 

だから、それはそれとしてやっておりますけれども、そしたら今度はですね、硬

度低減化を求めておられました秋芳地域の約７００名の方やったです、第一次要望

って書いてありますから、まだ二次要望、三次要望が出るんかもしれませんけれど

も、あの数を見たらですね、軟水化を求めておられる人たち、方々の半分以上の数

だろうと思います。その方々が、ペレット方式というその軟水化に頼らずに、せっ

かく秋芳地域には硬度の低い水があるから、それを硬度の高い水と混ぜてやっても

らえないかということが明確に書いてありました。 

そうなるとですね、私は市長の立場として、非常にその硬度の低減化を求めてお

られる御当人の方々が、ブレンド方式を強く望んでおられるということであれば、

それはちょっと考えざるを得ない。考えざるを得ないけれども、一方ではペレット

方式と、そのイニシャルコストと、それとブレンド方式ですね、水を混ぜていく方

式のイニシャルコスト、設置コスト、そしてランニングコストですね、経常経費、

毎年毎年かかるお金を比べて行って、どっちが安くできるかっていうことをやっ

て、当初のもくろみではペレット方式のほうが若干安いんじゃないかと、私思って

おったんですよ。しかしながら、水源があるかもしれんというお話をお伺いしまし

たんで、そうすると若干話が変わってくるなという思いもしております。 

今調査設計のことし経費を挙げております。それは今、一部入っておりますけれ

ども、絵図ぐらいまではできています。まだ細部にわたってはまだ何にもできてお

りません。ですから、いまそれはストップはさせません。一応停止というか、休止

状態ですね。そして早い段階で、私はスピードがこの仕事は命と思っていますん

で、早い段階で水源調査を行います。 

というのが、これもこの議会で申し上げたですね。役所の予算っていうのは、予

算をして上限を決められてやります、一般会計は。ところが企業会計っていうのは

違うんですよ。企業会計っていうのは、予算っていうのはあくまでありますけれど

も、非常に弾力的にお金を執行することができるようになっています。 

ですから、それは役所の一般会計と企業会計が根本的に違うところです。ですか

ら、市民の方々の御要望とか安全性とか、これからコストとか、結局企業は売り上

げも考えますから、これによって企業体として、どちらのほうが有利かということ
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も考えて、年度内でお金を変えていくことが可能なんです。 

だから、今の水源についてのコストも早急に執行して、水源調査を行って、だか

ら、それをするから大幅に水道の軟水化を待ってくれということじゃあ、市民の

方々、美東・秋芳の方々、議員方もそうでしょう。なかなか納得できんでしょうか

ら、その辺も合わせて、そしてどっちがいいかということを早い時期に決めていき

たいというふうに考えております。 

ちょっと三好委員が誤解しておられたというか、前の上下水道事業局長が今年調

査を行って、予算化をして、そしたら、その後に水道料金変わりますよと。軟水化

できますよっていうことを申し上げたんだけど、それがもう翌年度という思いがあ

ったから、２６年にもう軟水化装置ができるというふうに思ってらしたようですけ

れども、実はそうじゃなしに、説明するほうの言葉も足りなかったんでしょうけれ

ども、今のペレット方式をそのまんま最速で走らせても、どんなに早くても２７年

度の終わり、２８年度になる可能性が高いんです。 

ですから合わせまして、今の水源調査をやって、その最終的なゴールがあんまり

違わないように、できれば２８年度の終わりか２９年度にできればいいなと思って

います。２９年度くらいにできたらいいなと思っていますけれども、あんまり変わ

らない終わりのところを考えて、そして、それでコストがはっきりした段階で、合

わせて並行して、水道料金の統合についても積算させていきますから。 

できた後その水道料金を、特にこの美祢地域の方々は、軟水化に係るまったく恩

恵がないにもかかわらず、美東・秋芳の軟水化に係ることのコストを一部抱いてい

ただく形になる、統合しようとしたらですね。そうするとそのことについて、美祢

地域の方々に、合併市ですから地域、地域、地域でいろんな違いがあることを、市

としてやっていったことを、お前たちはあそこのところだから、私たちはあなたた

ちのコストを被る気はないとかいうことがないように、１００％できないかもしれ

ないけれども、総意として、市民の方々として、そこに持っていけるように、その

努力をしていかなくちゃいけない。 

だから、今の水道料金にしてもですね、簡単ではないと申し上げたのはそのこと

なんですよ。ですから、いろんなことを調査をして、調べて、積算をしていって、

その上にいま軟水化のことが入っていますから、皆さん方ね、簡単にできるという

ふうに思っておられるかもしれないですけれど、非常に難しい部分、そして水道料



－31－ 

金はデリケートな部分を持っていますから、その方法を考えて、私はやっていきた

い。 

しかし、水道の軟水化は必ずやるということを申し上げて、それで走っていると

いうことは間違いないですから。それはやめるつもりはありません。私が市長であ

る限りはやろうという気持ちでやっておりますから、もう実際に走ってわけですか

らね。だからその辺は、御心配なさらないようにということです。以上です。 

○委員長（河本芳久君） はい、山中副委員長。 

○副委員長（山中佳子君） 有難うございました。早急にやられるということで安心

いたしましたが、水道調査の件ですが、水量が足りなかった場合と十分ある場合と

が考えられると思いますが、もし足らなかった場合、また硬度低減化装置というこ

とも考えられるかと思いますが、今回、要望書の署名を取って歩かれた中で、硬度

低減化装置は沢山の薬剤を使っているから、秋芳北部の良軟水を供給したほうがい

いと言われ、それならと署名された方もあります。 

水道事業の使命は安全で良質の水道水を安定的に供給していくものであり、これ

は水道事業に対して、非常に誤解を招くものだと思います。そこで水道事業局にお

尋ねしますが、美祢市の上水道にも使われている硬度低減化装置を通して供給され

る水の安全性について、説明をお願いします。 

○委員長（河本芳久君） はい、矢田部課長。 

○上下水道事業局施設課長（矢田部繁範君） 美祢市上水道ポンプ場に平成８年４月

より導入されまして、その前の年７年よりそのペレット法による２０分の１の約４

００トンを処理する装置をつけまして、数カ月間の試験運転等をやりまして、デー

タを取って認可に至ったわけですけど、それで認可を受けまして４月から供給して

おります。その後沖縄に数箇所、沖縄以外では岡山と茨城にもあります。岡山につ

いては簡易水道で小規模ということで無人で運転されています。 

この薬品の関係でございますけど、各装置にペーハー計をつけております。薬品

が多く流れたり、原水が、濁度が上がったときには、自動で停止します。その時装

置とおりませんので、その期間は原水が通りますけど、装置がよくなればまた供給

をするということで、安全性には平成８年から１６年ですか、たって安全性には自

信を持っております。以上です。 

○委員長（河本芳久君） 安全性については、問題ないと、そういった説明でござい
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ます。ほかに御意見はございませんですか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） それでは、今水道料金の今後の問題、またこれに関しても

軟水化問題、これらもいろいろ関わっているので、今市長が明解な御説明いただき

ましたので、本委員会においては、了解と。ありますか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 今、説明がありましたけど、硬度低減化装置で、これは平成

２５年３月だと思うんですが、低減化装置をつけるには市民の方々の安心・安全の

水を送ることが大事と。そして国の許可がいりますと。その軟水化に関する装置を

決めて、軟水装置がきちんと機能発揮することで、書類を整えて申請をして、それ

から許可がいるということなんですけど、今の申請が今されてると思うんですが、

その要望が出たために（発言する者あり）こういった動きで、美東の私たちは２５

年に申請がされて、６年に装置が出来て、水が出るのはもう間近だと本当に期待を

して待っているわけなんですが、そのことで遅れると言ったら、本当に美東地域の

方々は待ち焦がれて軟水の、もう本当に生活の中でも困ってるし、待ち焦がれてま

すので、遅れるとなった時に美東だけ、秋芳はそういった皆さんの要望もありまし

たし、（発言する者あり）自分だけというのではなくて、美東地域の方々は納得さ

れないのではないかと思いますが、その進めていただくわけにはいかないのでしょ

うか。 

○委員長（河本芳久君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 三好委員、先ほどちょっと申し上げたけど、三好委員の熱い

思いは分かりますので、こちらがしゃべったことを自分の思いに思い込んじゃっ

て、そういうとこがおありになるようだから確認しときますけど、先ほどから申し

上げておるように、今年予算化している１，４００万は、国に対する変更認可を受

ける為の調査設計をするやめの予算ですから、まだ国に対して申請もなにもしてお

りませんよ。（発言する者あり）お分かりになってなかったようなから、もう一度

確認したんですけども、（発言する者あり）まだ手続きじゃないんですよ。そのた

めの前段階の調査をするための予算を組んどるということです。そういうことで

す。 

ですからそれが頭にあったから、２６年にぽんと出来ちゃうという思いがあった

かもしれんけど、そうじゃないんです。そんなに簡単にできるものじゃないんです
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から。 

今秋芳はそういうふうな御要望があったけど、美東は出てないから、美東だけペ

レット方式で走ってもらえないかということをちょっと言われたけど、もうちょっ

と時間をください。というのは美東・秋芳が併せて軟水化という御要望が出てまし

た。今、秋芳から一部、ペレット方式は科学的に処理してますけど、まったく安全

性に問題はない安全な水です。間違いないんですけれども、おそらく秋芳の方々は

今後世界ジオパークになっていくだろうし、国定公園の中心にありますから、その

自然湧水を使ったもので水を軟水化すると、非常に外部から来られた方にそれは売

りになるんじゃないかという思いの要望書だろうと私は思ってお受けしたんですけ

れども、そういう意味もあります。 

ですからちょっと時間をいただいて、時間もそう大きな時間じゃないです。なる

だけ早いうちにやりますから。ただ一緒に御要望が出たけれども、秋芳は要望書が

出たから前の要望のことです。前の要望で一緒にやってくれと出たのに、秋芳から

ブレンド方式というのが出たから、秋芳はずっと待ってもらって、美東だけペレッ

ト方式で先行させるようになると、今度、美東・秋芳の市民の方々の意識に、あん

たのとこばっかりいいことをしたという意識が生まれると、私は市長として非常に

悲しいんですよ。ですからその辺もいろいろ考えながら、なるだけ早いうちにやり

たいと思ってますから、御理解を賜りたいと思います。 

○委員長（河本芳久君） 三好委員いいですか。（発言する者あり）はい、三好委

員。 

○委員（三好睦子君） 美東だけよくて秋芳はどうでもいいというような気持ちでは

ありません。でも、要望は秋芳も美東も早くから２２年度によくする会が立ち上が

って、そして２３年には要望に行っておられます。それが何か延び延び延び延びに

なって、先送り先送りされてるようなんで、そこにみんな不信感と言ったらおかし

いんですけど、何か後回し、後回しというか先送りというか、だんだん延びていっ

て、一体いつになるのって感じなので、ちょっとそこをはっきり聞いておきたいと

思いました。２７年か８年って言われましたけど、（「２９年」と発言する者あ

り）本当美東は本当に軟水化を望んでますので、よろしくお願いします。 

○委員長（河本芳久君） それでは、はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 三好委員、三好委員が秋芳と美東で、美東ばっかりいいこと
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をしようという思いで言っておられないというのはよく分かっております。但し結

果として、そういうふうなことを市民の方同志が思われたら市長として悲しいか

ら、ならないように努力をするということ。 

それと延ばし延ばしでずるこいてというようなイメージを与えてるというふうな

ことをニュアンスで今言われたけれども、そんなことはないですよ。一生懸命走っ

てます。しかしながら物事というのは、水道水を軟水化する。そして水道料金を統

合するというのは、簡単であれば、軟水化も簡単できれば、旧美東町の間にしちょ

ってはずなんですよ。そういうことなんです。出来なかったから新市でやろうとし

てるんです。そのことがそんなに簡単じゃないということが一つ。それと水道料金

を統合することは、もっと難しいということもよく御理解をいただきたいと思いま

す。ですからだますきもないし、意図的に遅らせてることも全くないということ

を、ここで市民の方に申し上げたいと思います。以上です。 

○委員長（河本芳久君） 今、市長が水道料金を統合の問題とか、軟水化についても

御丁寧に説明いただきましたので、一応この委員会としては了解と言う形でよろし

ゅうございますか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） ほかにございませんでしたら、一応これを以て審査を終了

したいと思います。大変、御協力ありがとうございました。 

午前１１時３０分閉会 
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